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安全上の注意

本製品は安全性に充分な配慮をして設計していますが、使いかたを誤ると事故が起こることがあります。事故を未然に
防ぐために次の内容を必ずお守りください。

危険 この表示は「取り扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷を負う可能性が切迫していま
す」を意味しています。

警告 この表示は「取り扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷を負う可能性があります」を意
味しています。

注意 この表示は「取り扱いを誤った場合、使用者が傷害を負う、または物的損害が発生する可能性
があります」を意味しています。

本体について
警告 本製品を医療機器の近くで使用しない

電波が心臓ペースメーカーや医療用電気機器に影響を与える恐れがあります。医療機関の屋内では使用しないでくだ
さい。

自動ドアや火災報知器などの自動制御機器の近くで使用しない
電波が影響をおよぼし、誤動作による事故の原因となる恐れがあります。

分解や改造はしない
感電、故障や火災の原因になります。

強い衝撃を与えない
感電、故障や火災の原因になります。

濡れた手で触れない
感電やけがの原因になります。

異常（音、煙、臭いや発熱、損傷など）に気付いたら使用しない
異常に気付いたらすぐに使用を中止して、お買い上げの販売店か当社サービスセンターに修理を依頼してください。

水をかけない
感電、故障や火災の原因になります。

本製品に異物（燃えやすい物、金属、液体など）を入れない
感電、故障や火災の原因になります。

布などで覆わない
過熱による火災やけがの原因になります。

付属のUSBケーブル以外で充電しない
故障や火災の原因になります。

ACアダプターを使用して充電する際、急速充電機能（5Vより大きな電圧を出力する）を有
する機器で充電しない
故障の原因になります。

注意 大音量で耳を刺激しない
耳をあまり刺激しない適度な音量でご使用ください。大音量で長時間聴くと聴力に悪影響を与えることがあります。

不安定な場所に設置しない
転倒などによりけがや故障の原因になります。

直射日光の当たる場所、暖房器具の近く、高温多湿やほこりの多い場所に置かない
故障、不具合の原因になります。
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火気に近づけない
変形、故障の原因になります。

ベンジン、シンナー、接点復活剤などは使用しない
変形、故障の原因になります。

充電式電池について
本製品は、充電式電池（リチウムイオン電池）を内蔵しています。

危険 電池の液が目に入ったときは目をこすらない
すぐに水道水などのきれいな水で充分に洗い、医師の診察を受けてください。

電池の液が漏れたときは素手で液を触らない
液が本製品の内部に残ると故障の原因になります。電池が液漏れを起こした場合は、当社サービスセンターまでご相
談ください。万一、なめた場合はすぐに水道水などのきれいな水で充分にうがいをし、医師の診察を受けてくださ
い。
皮膚や衣服に付いた場合は、すぐに水で洗い流してください。皮膚に違和感がある場合は医師の診察を受けてくださ
い。

火の中に入れない、加熱、分解、改造しない
液漏れ、発熱、破裂の原因になります。

釘を刺したりハンマーで叩いたり踏み付けたりしない
発熱、破損、発火の原因になります。

落下させたり強い衝撃を与えない
液漏れ、発熱、破裂の原因になります。

水に濡らさない
発熱、破裂、発火の原因になります。

以下の場所で使用、放置、保管しない
直射日光の当たる場所、高温多湿の場所、炎天下の車内、ストーブなどの熱源の近く
液漏れ、発熱、破裂、性能低下の原因になります。

内蔵充電式電池について

本製品を充分に充電しても使用時間が短くなった場合は、内蔵充電式電池の寿命が考えられます。その際は当社サービ
スセンターへご相談ください。

サービスセンター

0120-887-416（携帯電話・PHSなどのご利用は03-6746-0212）

本製品を廃棄する場合リサイクルのお願い

内蔵充電式電池はリサイクルできます。本製品を廃棄するにあたり、リサイクルにご協力いただける場合は本製品を次
の宛先まで着払いにてお送りください。なお、電池を取り出したあとの本製品は返却いたしかねますので予めご了承く
ださい。



安全上の注意

3

送り先
〒915-0003
福井県越前市戸谷町87-1
株式会社オーディオテクニカフクイ二次電池回収担当宛
TEL：0778-25-6736（電池回収専用）
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使用上の注意

ご使用の際は接続機器の取扱説明書も必ずお読みください。

万一、接続機器のメモリーなどが消失しても、当社では一切責任を負いません。

接続する際は、必ず機器の音量を最小にしてください。

強い衝撃を与えないでください。

直射日光の当たる場所、暖房器具の近く、高温多湿やほこりの多い場所に置かないでください。また水がかからない
ようにしてください。

本製品は長い間使用すると、紫外線（特に直射日光）や摩擦により変色することがあります。

USBケーブルを使用する際は、必ずプラグを持って抜き差ししてください。USBケーブルを引っ張ると断線や事故
の原因になります。

USBケーブルを使用しないときは、必ず本製品からUSBケーブルを取り外してください。

USBケーブルの端子が曲がっていたり、差し込みが緩くなっているなど破損している場合は充電を行わないでくだ
さい。発熱・発煙・発火などの故障や感電の原因となります。

本製品を使用しないときは、付属のケースに収納してください。

本製品の近くに電子機器や発信機（携帯電話など）があると本製品にノイズが入る場合があります。その場合は離し
て使用してください。

テレビやラジオのアンテナ付近で使用すると、テレビやラジオにノイズが入る場合があります。その場合は離して使
用してください。

本製品の近くに磁気に弱いもの（キャッシュカードなど）を置かないでください。磁気の影響を受ける場合がありま
す。

本製品は、大理石や白木などデリケートな材質には直接設置しないでください。

プラグは根元まで確実に差し込んでください。

内蔵充電式電池を保護するため、半年に一度は充電を行うようにしてください。放置しすぎると充電式電池の持続時
間が短くなる、充電しなくなるなどの恐れがあります。

コネクタージャックやUSBケーブルに水分や異物がついた状態で接続しないでください。コネクタージャックや
USBケーブルが腐食・発熱・発煙・発火などの故障や感電の原因となります。

本製品を充電する際は、直射日光を避け、風通しの良い場所（10～35℃）で充電してください。電池の劣化を招
き、連続使用時間が短くなる、充電ができなくなるなどの恐れがあります。

タッチセンサー部の操作は1本の指で行ってください。ボールペンや鉛筆など先が鋭いもので操作すると、正しく動
作しないだけでなく、タッチセンサー部が傷ついたり、破損の原因となる恐れがあります。

爪先でタッチセンサー部をタッチしないでください。爪が割れるなどけがの原因となる恐れがあります。

タッチしたときに動作しなかったり、意図しない動作をする場合は、タッチしたときに他の指や手の一部、服の裾な
どが触れていないかをご確認ください。なお、手袋をしていたり、指先が乾燥していると、正しく動作しないことが
あります。

汗などでタッチセンサー部が汚れていると、正しく動作しないことがあります。汚れを取り除いてから操作してくだ
さい。

本製品は、各国の電波法の適合または認証を取得している国でのみ使用できます。販売国以外では使用できません。
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Bluetooth製品について

この機器の使用周波数帯では、電子レンジなどの産業・科学・医療用機器のほか第二世代小電力データ通信システム、
移動体識別用の構内無線局（免許を要する無線局）および特定小電力無線局（免許を要しない無線局）並びにアマチュ
ア無線局（免許を要する無線局）が運用されています。
1.この機器を使用する前に、近くで第二世代小電力データ通信システム、移動体識別用の構内無線局および特定小電力
無線局並びにアマチュア無線局が運用されていないことを確認してください。
2.万一、この機器から別の移動体識別用の構内無線局に対して有害な電波干渉の事例が発生した場合には、速やかに本
製品の電源をお切りください。そのうえで、当社お客様相談窓口にご連絡頂き、混信回避のための処置についてお問い
合わせください。
3.その他、この機器から第二世代小電力データ通信システム、移動体識別用の特定小電力無線局またはアマチュア無線
局に対して有害な電波干渉の事例が発生した場合やご不明な点がございましたら当社お客様相談窓口までお問い合わせ
ください。

この無線機器は2.4GHz帯を使用します。

変調方式としてFH-SS変調方式を採用し、与干渉距離は10mです。

本製品は日本の電波法の技術基準に適合しています。印刷されている内容はその証明となります。本製品を総務省の
許可なしに改造したり、印刷を消して使用する事は出来ません。これに違反すると法律により罰せられます。

ほかの機器との同時使用
Bluetooth搭載機器・無線LANを使用する機器・電子レンジなど、本製品と同一周波数帯（2.4GHz）の電波を使用する
機器の影響によって音声が途切れるなど電波干渉による障害が発生することがあります。同様に、本製品の電波がこれ
らの機器に影響を与える可能性もあるため、次の点に注意してください。

本製品と同一周波数帯（2.4GHz）の電波を使用する機器を離して設置する。

病院内では使用しない。

使用上の注意
本製品と接続する機器は、Bluetooth SIGの定めるBluetooth標準規格に適合し、認証を取得している必要があります。
Bluetooth標準規格に適合していても、特性や仕様によっては、本製品と接続できない場合や、操作方法や動作が異な
る場合があります。

通信距離について
障害物や他の電子機器との電波干渉の影響を受け、通信距離内でも音切れが発生する場合があります。そのような場合
は、本製品をBluetooth搭載機器の近くで使用してください。
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各部の名称と機能

本体（前面・背面）

2 3 541 6

1 電源インジケーター
電源がONになると白色に点灯します。

2 電源ボタン
電源をON／OFFします。

3 ペアリングボタン
Bluetoothで接続する際に使用します。

4 ペアリングインジケーター
Bluetoothの接続状態を表示します。

5 ステータスインジケーター
本製品の状態を表示します。

6 コネクタージャック
付属のUSBケーブルを接続します。

本体（タッチセンサー部）

2

3

5

4

1

1 ボリュームボタン（－）
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2 通話ボタン
Bluetooth接続時の電話応答などに使用します。

3 ボリュームボタン（＋）

4 ミュートボタン

5 再生／一時停止ボタン
音楽の再生／一時停止／曲送り／曲戻しに使用します。

付属品

31 2

1 USBケーブル（1.0m、USB Type-A - USB Type-C™）

2 USBケーブル（1.0m、USB Type-C - USB Type-C™）

3 ケース
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接続方法

本製品は、USB接続とBluetooth接続の2通りの接続方法があります。使用する機器に合わせて選択してください。

USB接続
付属のUSBケーブル（USB Type-A - USB Type-C）もしくはUSBケーブル（USB Type-C - USB Type-C）で、本製品
とパソコンを接続して使用します。

1

2

1 USBケーブル（USB Type-A - USB Type-C）

2 USBケーブル（USB Type-C - USB Type-C）

USB接続はパソコンでのみ使用できます。

Bluetooth接続
本製品とBluetooth機器（パソコン、タブレット、スマートフォンなど）をペアリングして使用します。

本製品と複数台のBluetooth機器を同時に接続することはできません。
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充電のしかた

初めてご使用になる場合は、充電を行ってください。

充電式電池の残量が少なくなった場合、本製品から残量低下を知らせる音声ガイダンス「Low Battery」が流れ、電
源インジケーターが赤く点滅します。早めに充電してください。

満充電までに必要な充電時間は約5時間です。（使用条件により異なります）

本製品を充電する際は、直射日光を避け、風通しの良い場所（10～35℃）で充電してください。電池の劣化を招
き、連続使用時間が短くなる、充電ができなくなるなどの恐れがあります。

接続機器の端子に合わせてUSBケーブル（USB Type-A - USB Type-C）またはUSBケーブル（USB Type-C - USB
Type-C）のどちらかを選択してご使用ください。

1 付属のUSBケーブル（USB Type-C側）を本製品のコネクタージャックに接続します。

付属のUSBケーブルは本製品専用です。ほかのUSBケーブルは使用しないでください。

USBポートやコネクタージャックにUSBケーブルを差し込む際は、まっすぐ（水平に）差し込んでくださ
い。

1 2

1 USB Type-AまたはUSB Type-C

2 USB Type-C

2 付属のUSBケーブルをパソコンに接続して、充電を開始します。

充電時は、電源インジケーターが次のように点灯します。

動作状態 インジケーター表示
充電中（電源ON時） 白色点灯
充電完了（電源ON時） 白色点灯
充電中（電源OFF時） 赤色点灯
充電完了（電源OFF時） 消灯

3 充電完了後、USBケーブルをパソコンから取り外します。

4 USBケーブルを本製品のコネクタージャックから取り外します。

USBケーブルをパソコンに接続すると、本製品の電源が自動的にONになります。本製品を使用しない場合
は電源ボタンを長押し（約2秒）して電源をOFFにしてください。

市販のACアダプターを使用して充電する場合、電源はONになりません。
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充電時は必ず付属のUSBケーブルをご使用ください。付属のUSBケーブル以外では充電できない場合があ
ります。

パソコンのUSBポートで充電する場合、ご使用のパソコンによっては充分な電力が供給できずに使用でき
ない場合があります。

市販のACアダプターを使用する場合、定格電流1.3A以上の製品をご使用ください。ACアダプターの発
熱・故障の原因になります。また、正常に充電できない場合があります。

電池残量を確認する
電源がONの状態で、電源ボタンを押すと電池残量が表示されます。

1 電源をONにして電源ボタンを押します。

ステータスインジケーターが次のように点灯します。円に沿って白色に点灯するステータスインジケーター
の長さが電池残量を表します。
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電源ON／OFF（USB接続）

電源をONする

1 付属のUSBケーブルを本製品のコネクタージャックに接続します。

接続機器の端子に合わせてUSBケーブル（USB Type-A - USB Type-C）またはUSBケーブル（USB Type-C
- USB Type-C）のどちらかを選択してご使用ください。

1 2

1 USB Type-AまたはUSB Type-C

2 USB Type-C

2 付属のUSBケーブルをパソコンに接続します。

音声ガイダンス「Power on, USB mode」が流れ、電源が自動的にONになり、電源インジケーターが白色
に点灯します。また、ステータスインジケーターが緑色に点灯したあと、消灯します。

電源をOFFする

1 付属のUSBケーブルをパソコンから取り外したあと、本製品から取り外します。

音声ガイダンス「Power off」が流れ、電源が自動的にOFFになり、電源インジケーターが消灯します。ま
た、ステータスインジケーターが緑色に点灯したあと、消灯します。
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電源ON／OFF（Bluetooth接続）

電源をONする
USBケーブルは取り外してください。

1 電源ボタンを長押し（約2秒）します。

音声ガイダンス「Power on, Bluetooth mode」が流れ、電源がONになり、電源インジケーターが白色に点
灯します。また、ステータスインジケーターが緑色に点灯したあと、消灯します。

電源をOFFする

1 電源ボタンを長押し（約2秒）します。

音声ガイダンス「Power off」が流れ、電源がOFFになり、電源インジケーターが消灯します。また、ステー
タスインジケーターが緑色に点灯したあと、消灯します。



14

Bluetooth接続のしかた

本製品とBluetooth機器を接続する場合は、本製品とペアリング（登録）する必要があります。

ペアリングのしかた
Bluetooth機器の取扱説明書も併せてお読みください。

Bluetooth機器を本製品から1m以内に置いてペアリングを行ってください。

USBケーブルは取り外してください。

1 本製品の電源をONにしたあと、ペアリングボタンを押します。

音声ガイダンス「Bluetooth pairing」が流れ、ペアリングインジケーターが青色点滅を始めます。

2 接続するBluetooth機器でペアリング操作を行い、本製品を検索します。本製品を検索するとBluetooth機器に
「AT-CSP5」と表示されます。

Bluetooth機器の使いかたは、機器の取扱説明書をお読みください。

3 「AT-CSP5」を選択し、接続するBluetooth機器に登録します。

機器によっては、パスキーを要求される場合があります。その場合は、「0000」を入力してください。パス
キーは、パスコード、PINコード、PINナンバー、パスワードと呼ばれる場合があります。

Bluetooth ON

AT-CSP5

音声ガイダンス「Bluetooth connected」が流れると、ペアリングが完了します。以降はペアリングインジ
ケーターが青色点灯します。

USBケーブルでパソコンと接続している場合、ペアリングできません。

Bluetooth接続時にUSBケーブルでパソコンと接続すると、USB接続に切り替わります。
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ペアリングについて
新たなBluetooth機器を接続する際はペアリングが必要ですが、一度ペアリングしたBluetooth機器とは、再度ペアリン
グする必要はありません。本製品は履歴を保存できるマルチペアリングに対応しています。ただし、次の場合は、一度
ペアリングしたBluetooth機器であっても再度ペアリングが必要です。

Bluetooth機器の接続履歴から削除された場合

本製品を修理に出した場合

本製品をリセットした場合
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接続の確認

パソコンと接続した場合、本製品を正しく認識、設定していることを確認します。

USB接続とBluetooth接続、共通の操作説明をしています。

Windows 10の場合
USB接続の場合、パソコンが本製品を自動的に認識し、パソコンにドライバーがインストールされます。画面右下に、
新たなハードウェアが見つかったことを示すメッセージ、またはドライバーソフトウェアのインストールを知らせる内
容が表示されます。

1 「スタートメニュー」をクリックし、「設定」を選択します。

2 「システム」を選択します。

3 「サウンド」を選択します。
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4 「出力」および「入力」で、本製品が選択されていることを確認します。

本製品が選択されていない場合は、「出力デバイスを選択してください」または「入力デバイスを選択して
ください」から本製品を選択してください。
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macOS Big Surの場合
USB接続の場合、パソコンが本製品を自動的に認識し、パソコンにドライバーがインストールされます。

1 Appleアイコンから「システム環境設定」を選択します。

2 「サウンド」を選択します。



接続の確認

19

3 「出力」タブで、本製品が選択されていることを確認します。

4 「入力」タブで、本製品が選択されていることを確認します。



接続の確認
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使いかた

本製品は、パソコンと接続を行いWEB会議やオンライン通話などで通話することができます。用途に合わせてご使
用ください。

USB接続とBluetooth接続、共通の操作説明をしています。

通話する
接続した機器の取扱説明書に従って通話してください。

1 本製品の電源をONにして、机などに設置します。

2 通話を開始します。

マイクロホンに音声が検知されると、音声を入力した方向のステータスインジケーターが緑色に点灯しま
す。

電話の発信／着信時は、ステータスインジケーターが白色に点滅します。

3 本製品の各ボタンで操作します。

ボタン 説明

ボリュームボタン 音量が1段階大きく／小さくなります。長押しすると音量が連続し
て大きく／小さくなります。[1]

ミュートボタン マイクロホンをミュートします。再度押すとミュートを解除しま
す。[2]

通話ボタン
Bluetooth接続中、電話着信時に電話を受けます。また、通話中に
押すと通話を終了します。
電話着信時に長押し（約2秒）すると着信を拒否します。

[1] 音量を調整すると、ステータスインジケーターが音量に応じて緑色に点灯します。

[2] ミュートした場合、ステータスインジケーターが赤色に点灯します。

音楽を聴く
本製品は、スピーカーとして使用することができます。接続した機器の取扱説明書に従って、音楽を再生してくださ
い。

1 本製品の電源をONにして、机などに設置します。

2 接続した機器で音楽を再生します。

3 本製品の各ボタンで操作します。
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ボタン 説明

ボリュームボタン 音量が1段階大きく／小さくなります。長押しすると音量が連続し
て大きく／小さくなります。[1]

再生／一時停止ボタン 音楽を再生します。再度押すと一時停止します。2回連続で押すと
次の曲に送り、3回連続で押すと前の曲／曲の先頭に戻します。

[1] 音量を調整すると、ステータスインジケーターが音量に応じて緑色に点灯します。

オートパワーオフ機能
本製品は、Bluetooth接続時に電源がONの状態で、5分間機器と接続しない状態が続くと自動的に電源がOFFになりま
す。
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音声ガイダンスについて

本製品は次の状況で英語の音声ガイダンスが流れます。

状況 音声ガイダンス
電源ON（USB接続） Power on, USBmode
電源ON（Bluetooth接続） Power on, Bluetooth mode
電源OFF Power off
電池残量が無くなったため電源OFF Please recharge, power off
Bluetooth接続からUSB接続に切り替え USBmode
Bluetooth接続可能 Bluetooth pairing
Bluetooth接続 Bluetooth connected
Bluetooth接続切断 Bluetooth disconnected
電池残量が少ない Low battery
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お手入れのしかた

長くご使用いただくために各部のお手入れをお願いいたします。お手入れの際は、アルコール、シンナーなど溶剤類は
使用しないでください。

本体は乾いた布で汚れを拭いてください。

ボタン等の操作部に汗などの水分が付着した場合は、すぐに拭いてください。腐食による故障の原因になります。

ケーブルが汗などで汚れた場合は、使用後すぐに乾いた布で拭いてください。汚れたまま使用すると、ケーブルが劣
化して固くなり、故障の原因になります。

ケーブルのUSB端子が汚れた場合は、乾いた布で拭いてください。

長い間ご使用にならない場合は、高温多湿を避け、風通しの良い場所に保管してください。
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リセット

本製品の動作がおかしい場合（リセット）
Bluetooth接続時、ペアリングが解除できない、接続できない場合など、本製品の動作がおかしい場合はリセットして
ください。

1 USBケーブルを取り外した状態で、電源ボタンを長押し（約2秒）して、電源をONにします。

2 ペアリングボタンを長押し（約8秒）します。

音声ガイダンス「Power off」が流れ、電源が自動的にOFFになるまで押し続けます。

長押し中はステータスインジケーターが赤色点滅します。

1 2 3

1 電源ボタン

2 ペアリングボタン

3 ステータスインジケーター

3 電源が再度ONになり、リセットが完了します。

4 スマートフォンやパソコンなどのBluetooth機器側から本製品の登録を削除して、再度ペアリングしてくださ
い。

手順通りにできなかった場合は、もう一度同じ操作を行ってください。
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故障かな？と思ったら

電源が入らない

本製品を充電してください。

ペアリングができない

Bluetooth機器の通信方式がVer.2.1+EDR以上であることをご確認ください。

本製品とBluetooth機器の距離を1ｍ以内に近づけてください。

Bluetooth機器のプロファイルを設定してください。設定方法は、Bluetooth機器の取扱説明書をお読みくだ
さい。

Bluetooth機器の本製品とのペアリング情報を削除してから、再度本製品とペアリングしてください。

Bluetooth機器を切り替える際、直前に接続されているBluetooth機器との接続を解除できないなどのため
に、ペアリングができないことがあります。その場合は、ペアリングボタンを押してください。本製品が
「機器検索中」状態に切り替わり、接続したいBluetooth機器とのペアリングを行うことができるようにな
ります。

自分の声が聞こえない／自分の声が小さい

本製品を接続してからWEB会議やオンライン通話を開始してください。

接続機器や通話アプリの音声入力先を本製品に切り替えてください。

接続機器のマイク入力の音量を大きくしてください。

相手の声が聞こえない／相手の声が小さい

本製品と接続機器の電源をONにしてください。

接続機器や通話アプリの音声出力先を本製品に切り替えてください。

本製品と接続機器の音量を大きくしてください。

相手の声が聞こえない／相手の声が小さい（Bluetooth接続時）

本製品とBluetooth機器が、HFP（または通話接続）で接続されているか確認してください。

本製品とBluetooth機器のペアリングを解除したあとに再度ペアリングしてください。

音が出ない／音が小さい

本製品と接続機器の電源をONにしてください。

本製品と接続機器の音量を大きくしてください。

接続機器の音声出力先を本製品に切り替えてください。
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音が出ない／音が小さい（Bluetooth接続時）

本製品とBluetooth機器が、A2DP（またはオーディオ接続）で接続されているか確認してください。

本製品とBluetooth機器のペアリングを解除したあとに再度ペアリングしてください。

本製品とBluetooth機器の間に人、金属、壁などの障害物を無くし、距離を近づけてください。

音が割れる／ノイズが出る／音が途切れる

本製品と接続機器の音量を小さくしてください。

本製品から電子レンジ、無線LANなど電波を発する機器を離してください。

本製品からテレビ、ラジオやチューナー内蔵機器を離してください。これらの機器に影響を与える場合があ
ります。

Bluetooth機器のイコライザー設定をOFFにしてください。

本製品とBluetooth機器の間に障害物を無くし、距離を近づけてください。

本製品の充電ができない

付属のUSBケーブルを確実に接続して充電してください。

本製品を充電する際は、直射日光を避け、風通しの良い場所（10～35℃）で充電してください。

Bluetooth機器の操作に関しては、機器により操作が違うため、お持ちのBluetooth機器の取扱説明書をお
読みください。
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テクニカルデータ

アンプ・スピーカー部
型式 アンプ内蔵スピーカーシステム

スピーカーユニット φ44mm/フルレンジ

出力音圧レベル 90dB±2dB

再生周波数帯域 250～18,000Hz

最大出力 3W

インピーダンス 4Ω

マイクロホン部
型式 MEMS型

指向性 全指向性

感度 -26dB（1V/Pa、at 1kHz）

周波数帯域 60～7,000Hz

通信仕様（USB）
必要システム仕様 USB 2.0

対応OS Windows 8.1、Windows 10、macOS Catalina、macOS Big Sur

ビット数 最大16bit

対応サンプリング周波数 48kHz

通信仕様（Bluetooth）
通信方式 Bluetooth標準規格Ver.5.0準拠

最大RF出力 10mW EIRP

最大通信距離 見通しの良い状態で10m以内

使用周波数帯域 2.4GHz帯（2.402GHz～2.480GHz）

変調方式 FHSS

対応Bluetoothプロファイル A2DP、AVRCP、HFP

対応コーデック SBC

対応コンテンツ保護 SCMS-T方式

伝送帯域 20～20,000Hz
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その他
電源 DC3.6Vリチウムイオン電池（内蔵式）

充電仕様 5V 1.3A[1]

充電時間 約5時間[2]

使用可能時間 連続通信（通話時）：最大約15時間[2]

入力端子 USB Type-Cジャック

外形寸法 H30.5×W122×D122mm

質量 約325g

使用温度範囲 5℃～40℃

付属品 USBケーブル（1.0m、USB Type-A - USB Type-C）、USBケーブル
（1.0m、USB Type-C - USB Type-C）、ケース

[1] 市販のACアダプターを使用する場合、定格電流1.3A以上の製品をご使用ください。

[2] 使用条件により異なります。

改良などのため予告なく変更することがあります。
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商標について

Bluetooth®ワードマークおよびロゴは登録商標であり、Bluetooth SIG, Inc.が所有権を有します。株式会社オー
ディオテクニカは使用許諾の下でこれらのマークおよびロゴを使用しています。その他の商標および登録商標は、そ
れぞれの所有者の商標および登録商標です。

USB Type-C™はUSB Implementers Forumの商標です。

Microsoft®、Windows®は、米国Microsoft Corporationの米国及びその他の国における登録商標です。

WindowsはMicrosoft Windows operating systemの略称として表記しています。

Mac、macOSは、米国および他の国々で登録されたApple Inc.の商標です。
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